　教員用　　学校組織・校務分掌を活用したＯＪＴ推進例
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	◆教育相談部会の組織づくり

①教育相談部会の目的，内容，構成員等を明確にして，教育相談計画に位置付ける。

②教育相談部会の開催日を事前に決めておくほかに，児童生徒の状況等に応じて開催するなど，弾力的な運用ができるようにする。

③構成員として，校長，教頭，教育相談主任，

　生徒指導主事，学年主任，担任，養護教諭，必要に応じてスクールカウンセラー，さわやか相談員等にも参加を依頼しておく。

◇教育相談部会の実施

　①教育相談主任が中心となり，教育相談部会を進める。

　②学年主任や担任に，以下の視点から児童生徒に関する情報を提供してもらう。

　　・現在の状況

　　・これまでの支援策

　　・児童生徒が抱える課題

　③学校組織として支援することを念頭におき，参加者に意見を求める。

　④スクールカウンセラー等に，専門的な視点からの助言を依頼する。

　⑤具体的な支援の方法を整理する。

　　「だれが」「いつ」「どこで」「だれを」

　　「どのように支援するのか」　

　　

※教育相談部会の実施に当たっては，以下の点に

　　留意し，効果的，機能的なものとなるように配慮する。

・日頃から情報の収集，整理に努め，個々の児童生徒の課題を的確に把握する。

・情報提供だけで終わることのないように，現在の児童生徒の状況，担任が苦慮していること，今後の課題などを事前に整理しておく。

・学校の実情に応じて，会の持ち方を工夫する。

※教育相談部会を待たず，早急に対応しなければならない場合もある。その際の報告，連絡，相談の流れを整理し，事前に教職員へ周知しておく必要がある。
	◆校長・教頭へ：教育相談を推進するに当たり，教育相談計画の内容等について相談する。

◆校長・教頭へ：教育相談部会の必要性を説明する。

◇校長・教頭へ：教育相談部会の目的や方法，内容等に関する助言を依頼する。

◇教務主任へ：教育相談部会の日程や時間の設定を依頼する。

◇生徒指導主事へ：児童生徒に関する情報提供を依頼する。

◇学年主任へ：支援が必要と思われる児童生徒について，具体的な情報を整理し，提示するように依頼する。

◇スクールカウンセラー担当へ：教育相談部会の目的，内容について，スクールカウンセラーへ事前に伝えておくように依頼する。

◇校長・教頭へ：教育相談部会における助言を依頼する。

◇校長・教頭へ：教育相談部会終了後，今後の支援の在り方や，教育相談の推進等について相談する。





教育相談部会を生かし，児童生徒や保護者に対する校内の支援体制をつくることができる『教育相談主任』





教育相談主任１





左:推進例　と　右：働き掛け　は　◆◇■等の印で対応





活用できるセンター研修・訪問研修等


【トピック研修】　　・心のケア研修


【発表会等】　　　・スクールカウンセラー連絡協議会








